
堀切地 区 まちづ くり構想
・・・誰もが堀切の魅力を楽しみ

住み続けられるまちづ<り ・・・

(1)平成22年 11月 1日 ふれあいのまち堀切

これから具体的なまちづくり活動を始めることを、区や地区住民、そして様 な々関係機関等へ「宣言」
するものです。また、これから取り組むまちづくり活動の「基本的な考え方」を示すものです。

3テ=マでまちづくりの艤討

諄

構
想
（案
）の
ま
と
め

●

●

●

●

平成18年度 :地区の現状把握とまちづくリイメージの検討
町会、商店街の代表者で検討協議会と勉強会を設立

平成19年度 :3つのテーマに分かれて具体的な取り組み課題の整理
①災害に強いまちづ<り (防災部会)

②地域活性化まちづ<り (活性化部会)

③橋梁架替えとまちづ<り (橋梁部会)

平成20年度 :3つのテーマごとにまちづくりの進め方を検討
①防災部会 :震災復興模擬訓練に参加～復興の視点から防災まちづ<り を検討
②活ll■化部会 :まちの成り立ちや暮らしの現状を分析し活性化の方向性を検討
③橋梁部会 :まちづ<りの手法 (地区計画)と地元住民への呼びかけ方を検討

平成21年度 :『堀切地区まちづくり構想』の作成・提案
①防災部会 :防災まちづ<りの方針のまとめ
②活1生化部会 :地域活性化方針のまとめ
③橋梁部会 :地元住民へのアンケートと意見交換による方針の確認

平成22年度 :「まちづくり検討協議会 。勉強会」を『まちづくり推進協議会』に一新

● (仮)鉄道高架化推進部会 ● 活性化まちづくり検討部会 ● 防災まちづくり検討部会

防 災
ま ち づ く り

例)早期に事業主体へ協
力を要請
例)四丁目や駅周辺への
まちづくりの検討の呼び
かけ

例)波及効果や他の取り
組みとの相乗効果が有り
そうなモデルプロジェク
トを見つけ、実践したり、
計画づくりや事業化検討
を行う。

例)具体的の整備内容の
検討、地区。t画の検討、
事業導入に向けた整備計
画の検討
例)堀切型防災まちづく
りの推進を他地区へ呼び
かけ
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特 に参 力]
して欲 しい
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発行責任者 人 見 好 夫

編集責任者 広 報 音κ会

事 務 局 堀切地区センター

(3693)4184

堀 切 地 :区 l全 体

事業主体への

協力要請、

四丁目の住民等
への情報提供

地区全体を対象
に活性化の

取組みの検討、
実践、計画作成

二丁目周辺を
モデルに

堀切型防災
まちづ くり計画
の検討 ・作成

(町会、商店会、お住まいの方、若者・・・)

して欲 しい



ふれあいのまち堀切第47号
平成22年 11月 1日 (劾

１０
月
２４
日
（日
）荒
川
河
川
敷
堀
切
水

辺
公
園
・同
船
着
場
で
、
６
町
会
（南
。中

央
・四
北
・四
中
・北
。京
南
Ｘ
口
同
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

目
的
は
、総
合
訓
練
を
行
う
こ
と
で
、

災
害
時
の
対
応
と
心
構
え
の
向
上
を

は
か
る
。

＊
共
助
の
絆
で
『減
と

に
つ
と
め
よ
う

＊
減
災
を
支
え
る
力
『自
助
・共
助
』

訓
練
の
内
容
は

①
　
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
実
演
・展
示

②
　
初
期
消
火
（水
消
火
器
）

③
　
倒
壊
家
屋
救
出
訓
練

④
　
応
急
救
護
（Ａ
Ｅ
Ｄ
）

⑤
　
炊
き
出
し

⑥
　
Ｄ
級
ポ
ン
プ
操
作
放
水

⑦
　
Ｂ
級
ポ
ン
プ
実
演
放
水
（消
防
団

第
１６
分
団
）

各
コ
ー
ナ
ー
を
町
会
ご
と
に
分
か
れ
、

５
分
か
ら
２５
分
間
体
験
し
、
無
事
終
了

し
ま
し
た
。

９
月
２６
日

（日
）
秋
晴
れ
の
中
、

堀
切
児
童
遊
園
に
集
合
し
て
、
ウ
エ

ル
ピ
ア
運
動
場
ま
で
ロ
ー
プ
で
誘
導

し
て
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。

今
年
の
訓
練
は
、
避
難
所
と
し
て

の
ウ
エ
ル
ピ
ア
の
施
設
を
案
内
し
て

も
ら
い
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
心
肺
蘇
生

。
Ａ
Ｅ
Ｄ
等
の

取
り
扱
い
、
ま
た
伝
達
訓
練
、
炊
き

出
し
な
ど
…
大
勢
の
参
加
者
の
も
と

実
践
さ
な
が
ら
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら

「ウ
エ
ル
ピ

ア
の
施
設
見
学
が
で
き
て
よ
か
つ
た
」

と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

１０
月
２４
日

（日
）
今
年
度
は

「大

規
模
災
害
時
に
お
け
る
町
会
住
民
の

安
否
確
認
」
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
際
に
、

「安
否
確
認
カ
ー
ド
」

を
実
際
に
使
用
し
、
そ
の
効
用
及
び

実
用
性
に
つ
い
て
検
討
。

①
当
日
の
朝

「安
否
確
認
カ
ー
ド
」

を
各
家
庭
の
玄
関
先
に
提
示
し
て

か
ら
訓
練
会
場
へ
集
合
。

②
当
日
、
訓
練
会
場
に
参
加
で
き
な

い
方
は
、
玄
関
先
に
カ
ー
ド
を
提

示
し
て
お
く
。
役
員
が
カ
ー
ド
を

確
認
。

い
ざ
と
い
う
時
に
そ
な

え
、
家
族
で
防
災
訓
練
に

参
加
し
ま
し
よ
う
。

日
本
赤
十
字

奉
仕
団
研
修
会

今
年
度
の
日
赤
奉
仕
団
の
研
修
が
、

８
月
２９
日

（日
）
堀
切
地
区
セ
ン
タ

１
３
階
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
小
菅
保

健
セ
ン
タ
ー
の
佐
川
先
生
を
講
師
に

お
招
き
し
、

「高
血
圧
の
予
防
と
付

き
合
い
方
」
と
題
し
て
、
健
康
講
座

が
開
か
れ
ま
し
た
。
用
意
し
た
席
が

足
り
な
く
な
る
ほ
ど
の
参
加
者
で
し
た
。

出
席
さ
れ
た
石
井
美
知
代
さ
ん
か
ら
、

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「生
活
習
慣
改
善
の
講
座
の
受
講
者

の
ほ
と
ん
ど
は
、
中

・
高
年
の
女
性
で
、

家
族
の
食
生
活
を
さ
さ
え
て
い
る
人
達
、

塩
分
の
取
り
過
ぎ
に
、
普
段
か
ら
注

意
を
し
て
い
る
人
が
多
く
、
自
宅
か

ら
味
噌
汁
を
持
参
し
塩
分
濃
度
を
調

べ
て
も
ら
っ
た
方
が
多
か
っ
た
。

味
噌
汁
一
杯
が
塩
分
埓
ｇ
あ
り
、

編
醍
彎

鵞

曇

」

よ
る
高
血
圧
症
は
、
脳

・
心
臓

・
腎

臓
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
糖
尿
病

・

心
筋
梗
塞
な
ど
に
、

つ
な
が
る
と
い

う
事
で
す
。

私
達
に
で
き
る
予
防
は
、
塩
分
の

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
、
調
味
料

の
上
手
な

使
い
方
、
加
工
食
品
の
塩
分
量
に
注
意
、

カ

ロ
リ
ー
の
取
り
す
ぎ
に
よ
る
肥
満

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
、

そ
し
て
、
適
度
な
運
動
が
重
要
と
、

わ
か
り
や
す
く
、
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
た
、
乳
ガ
ン
の
自
己
検
診
法
を
、

ダ
ミ
ー
の
乳
房
を
使
い
、
実
際
に
さ

わ

っ
て
み
て
、
し
こ
り
を
確
認
し
た

り
し
ま
し
た
。

乳
ガ
ン
は
自
分
で
発
見
で
き
る
唯

一
の
ガ
ン
、
月

一
回
の
自
己
チ

エ
ツ

ク
を
す
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
健
康
で
明
る
い
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。」

オ
し
オ
し
詐
欺

「手
渡
し
」
の

手
口
が
急
増
ｌ

葛
飾
警
察
署

・

生
活
安
全
課

（三
六
九
五
）
〇
一
一
〇

役
所
名
等
を
名
乗
り
、
自
宅
に
現

金
等
を
受
取
り
に
来
る
被
害
が
増
え

蒙
分

謀

鰊

雉

詐．

欺
犯
人
を
捕
ま
え
た
が
貴
方
の
日
座

も
被
害
に
遭

っ
て
お
リ
カ
ー
ド
の
再

発
行
が
必
要
」

「税
金
の
不
正
が
ば

帥銭わぼ嘲窃窄物獄腑晰ス静謳

の途中や切
った直後に、職員に

鋤悧村竜九減
ユ男か贈陀替臓聞醐

る被害が発生しています。

役
所
等
の
者
が
自
宅
に
行
き
現
金

等
箋
預
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

蝙
さ
れ
な
い
で
下
さ
い
。
現
金
等

を
要
求
す
る
不
審
な
電
話
が
来
た
ら
、

相
手
の
電
話
番
号
を
聞
い
て
メ
モ
し

て
か
ら

「後
で
、
こ
ち
ら
か
ら
電
話

し
ま
す
」
と
電
話
を
切
り
、
す
ぐ
に

葛
飾
警
察
署
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

③

「安
否
確
認
カ
ー
ド
」
の
提
示
と

役
員
に
よ
る
確
認
が
今
回
の
防
災

訓
練
の
目
的
で
す
。



第 7回「下町ライブイン堀切」が 10月 10 1
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「菖蒲まつりJ
初めてのライトアップ
第31回堀切かつしか菖蒲まつりが 6月

1日 (火)～ 20日 (日 )の間、開催されました。
6月 6日 (日 )会場を堀切菖蒲園外駐車

場広場に於てオープニングセレモニーを
かわきりに毎 日曜日、各種団体によるパ

レー ドや舞台での演奏などが行われ、日
頃は静かな堀切の街が沢山の花見の人々

で賑わいました。
また、今年は初の試みである、菖蒲の花

のライ トアップが 6月 9日 から3日 間、
午後 7時～ 8時 45分まで開催されました。

ライ トが当てられると、菖蒲の花が闇
に浮き上がり、幻想的で美しく見えました。
3日 間で 5千人の来場者がありました。

―‥
営

雷
畠
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

一
郎

参力□団体は展示の部・催しの部の40団
体が参力□し、日頃の練習の成果を披露し
ました。

いずれの作品も力作揃いでした。演じ
る方も観る方も楽しそうに応援し素 B青 ら
しい二日間でした。
およそ 1,500人の入場者で賑わいました。
今年は小菅保健センターによる「自分

の体を矢□ろう、自分に出来る個蒙チェック」
というテーマの請演もあり骨密度の測定
脳 ]われました。

年
が
過
ぎ
て

(3)平成22年 11月 1日 ふれあいのまち堀切

所

宇 長
野
津

昇

堀
切
区
民
事
務
所
赴
任
か
ら
早
く
も

半
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
と
お
話
す
る
機
会
を
通

じ
ま
し
て
、
自
治
町
会
の
方
々
や
窓
口

に
お
出
に
な
る
お
客
さ
ま
の
期
待
を
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
期
待
に
沿
う
よ
う
改
め
て

気
を
引
き
締
め
る
と
共
に
、
よ
り

一
層
、

信
頼
さ
れ
る
事
務
所
と
な
る
よ
う
左
記

の
三
点
に
つ
い
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。第

一
に
、
区
民
事
務
所
は
ス
ピ
ー
デ

ィ
で
正
確
な
事
務
処
理
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

第
二
に
、
お
客
様
の
お
求
め
に
親
切

丁
寧
に
対
応
す
る
事
務
所
と
し
て

ま
い
り
ま
す
。

第
三
に
、
さ
わ
や
か
な
笑
顔
と
挨
拶

で
お
客
様
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。

毎
日
、
２
～
３
０
０
人
の
お
客
様
と

接
し
て
い
る
中
、

「ま
た
、
来
月
も
来

る
か
ら
ヨ
ロ
シ
ク
ね
！
」
と
お
声
掛
け

を
い
た
だ
く
と
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、

「お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
お

気
を
つ
け
て
お
帰
り
下
さ
い
。
」
と
職

員
か
ら
の
声
が
所
内
に
響
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
日
常
が
、
私
自
身
、
堀
切
に

赴
任
し
て
良
か
っ
た
と
思
う
瞬
間
で
す
。

今
後
と
も
、
地
域
の

一
員
と
の
自
覚

を
基
本
に
い
た
し
ま
し
て
、
よ
り

一
層

地
域
に
愛
さ
れ
る
区
民
事
務
所
と
な
る

よ
う
職
員

一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日(日 )堀切地区センターで開催されました。

音楽のジャンルや、年齢の違 う堀切の
アマチュアバンドの皆さんが日頃の練習
の成果を発表しました。

ロック部門・フォーク部門とわかれ、約
7時間にもわたる熱い演奏が繰り広げられ、

懐かしい曲、新 しい曲に聴衆は魅せられ
ました。

第22回堀切地区センターまつりが爽や
かな秋の日の 9月 25日 (土 )、 26日 (日 )の
二日間、開催されました。

―

―

―

―

―

●

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
堀
切

「ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
堀
切
」
が
、
オ
ー
プ

ン
し
て

一
年
が
経
ち
、
毎
日
楽
し
み
に
来

て
く
だ
さ
る
常
連
の
方
、
お
買
物
や
通
院

の
途
中
で

一
体
み
し
て
く
だ
さ
る
方
、

多
数
の
皆
様
の
利
用
が
あ
り
、
現
在
は

毎
日
、
約
２０
名
の
来
所
者
で
、
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
お
茶
を
飲
ん
だ

り
し
て
い
ま
す
。

毎
月
開
か
れ
て
い
る

「折
り
紙
教
室
は
、

毎
回
多
数
の
参
加
が
あ
り
、
次
回
の
教
室

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
小

。
中
学
校
か
ら
の
職
場
体
験

学
習
の

一
環
と
し
て
の
サ
ロ
ン
活
動
の
見

学
、
大
学
生
の
教
育
実
習
も
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。
今
後
の
サ
ロ
ン
の
活
動
予
定
は

左
記
の
通
り
で
す
。

１

折
り
紙
教
室
　
毎
月

一
回

２

小
菅
保
健
セ
ン
タ
ー
、
保
健
師
さ

ん
に
よ
る
健
康
講
座
、
毎
月

一
回

３

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
堀
切
の
、

高
齢
者
の
生
活
を
テ
ー
マ
に
し
た

内
容
の
出
前
講
座
。

皆
様
の
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

堀切地区セυターまつり

フン・尿の始末は
飼い主の責任

第20回 堀切カラオケまつり

●と き/平成23年 2月 27日 (日 )

開場 午前 9時00分
開演 午前 9時30分
終演 午後 6時00分

●ところ/堀切地区センター
堀切3-8-5 丁EL(3693)5637

●主 催/堀切まちづくり懇談会・
地区センター部会

誤
り1

《会場》荒川河Ill獣 堀胡水辺公園One着場

2011年 1月 29日 (土)

11時 00分～15時30分

◆主 催 :堀切大凧揚げ大会実効委員会、葛飾区、葛飾区教育委員会
◆協 力 :新潟市南区、自根凧合戦協会、しろね大凧と歴史の館

堀切中学校、堀切中学校同窓会、堀切中学校PTA、
堀切自治会連合会、堀切商店連合会、青少年育成堀切地区委員会
ボーイスカウト葛飾第 7団、K」 L.C.

◆問合せ :葛飾区教育委員会事務局生涯学習課 ● 5654-8476

i嗅磁影シ惨



平成22年 11月 1日 に)

第47号

f階  夕 間 前

【野菜即売会】 6日 (土)のみ開催
午前10時～売り切り迄
」A東京スマイル葛飾直売部会、
葛飾区消費者団体連合会

【模 擬 店】 7日 (日 )のみ開催
子ども会育成連合会堀切ブロック

【健康・栄養相談会】6日 (土)のみ開催
午前 9時30分～午後 3時
小菅保健センター

イ ベ ン ト 宗 内

ス タ ン プ ラ リー・・・

(午前10時・午後2時

受付 :1階

銀のリング制作体験…

(午前11時・午後2時 各回30名 )

会場 :1階ロビー

参加費…リング2,000円
江戸切子制作体験…

(午前10時・午後1時 各回6名 )

会場 :1階 ロビー

参加費…1,500円

手 焼 せ ん べ い体 験 …

随時 会場 :1階玄関前
参加費… 1枚 150円

手作 リケーキ教室…

(午前10時・11時 15分 )

午後1時30分・2時 45分 各回10名 )

会場 :2階第2会議室
参加費…1,200円

*し 1ち ごデコレーションケーキ(15cm)
鋳物吊u毛 制作体験・・・

(午前11時・午後3時 各回5名 )

会場 :2階第1会議室
参加費・300円

婦 人 靴 製 造 実 演。・・

随時 会場 :1階ロビー

ふれあいのまち堀切

謂
ぼ

一一〓べ
場切 1也

E「 メ

圧
||||||

ll月 〕ヨ(上)17J(到 )午 前9埼～午後=l埼 ‐於/羅引地区センク■

1階 口 じ 二 陣 、簡 コーナ」

銀の制作体験、江戸切子制作体験、木箸製造過程展示、婦人靴製造実演
お御
殉
閉従様
性剖岬℃
て
ぃただ
く
た
め
にも、
皆
様
お
誘
い合
わ
せ
のう
え、
多
数
のご
来
場
を

1階  室 関 剪  I実演、体験コ…ナー〕

堀切せんべい  1堀切 3-9-4 13691-77381炭 火手焼せんべしヽ

各回先着300名 )2階  第 1会 議 室

イ
⊃
フ
ル
エ
⊃
ザ
を

予
防
し
ま
し
よ
う

こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
は
季
節
性
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
っ
て
き
ま
す
。

予
防
法
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

１
、
症
状

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

３８
℃
以
上
の

発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど

全
身
の
症
状
が
強
い
病
気
で
す
。
気
管

支
炎
、
肺
炎
、
小
児
で
は
中
耳
炎
、
熱

性
け
い
れ
ん
な
ど
を
併
発
し
、
重
症
化

す
る
こ
と
が
あ
る
の
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
特
徴
で
す
。
高
齢
者
や
、
呼
吸
器

や
心
臓
な
ど
に
慢
性
の
病
気
を
も
つ
人

は
重
症
化
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
十

分
注
意
が
必
要
で
す
。

２
、
感
染
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

予
防
の
基
本
は
、
流
水
と
石
鹸
に
よ

る
手
洗
い
と
う
が
い
で
す
。
十
分
に
休

養
を
と
り
、
体
力
や
抵
抗
力
を
高
め
、

常
日
頃
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を
と

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
室
内
で
は
適
度

な
湿
度

（５０
～
６０
％
）
を
保
ち
ま
し
よ

う
。

３
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
ら

早
め
に
治
療
し
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
し

ま
し
ょ
う
。

４
、
予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
流

行
前
に
予
防
接
種
を
受
け
、
感
染
し
た

と
き
の
重
症
化
を
防
ぐ
も
の
で
す
。
ワ

ク
チ
ン
は
、
そ
の
年
に
流
行
り
そ
う
な

ウ
イ
ル
ス
を
予
測
し
て
作
ら
れ
ま
す
。

特
に
高
齢
者
の
場
合
は
、
予
防
接
種
に

よ
っ
て
、
重
症
化
の
予
防
効
果
が
８０
％

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
感
染
を

完
全
に
防
ぐ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

万

一
か
か
っ
た
ら
無
理
せ
ず
ゆ
つ
く
り

休
む
の
が

一
番
で
す
。

今
年
の
夏
は
、
気
象
庁
始
ま

っ
て
以

来
の
猛
暑
続
き
で
暑
さ
に
閉
□
し
た
日
々

を
過
ご
し
ま
し
た
。

地
方
に
よ
っ
て
は
豪
雨
で
、
土
砂
崩

れ
な
ど
で
大
変
な
災
害
に
あ
わ
れ
た
人

達
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
私
達
の
住
む
町
に
は

暑
さ
以
外
は
平
穏
な
夏
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

六
月
の
菖
蒲
ま
つ
り
で
は
初
め
て
の

試
み
と
し
て
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い

夜
の
菖
蒲
園
も
大
勢
の
見
物
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
地
区
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

随
時
楽
し
い
催
し
物
や
研
修
会
な
ど
が

開
催
さ
れ
多
く
の
人
々
が
楽
し
み
な
が

ら
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

一
方
に
於
い
て
堀
切
地
区
ま
ち
づ
く

り
構
想
に
関
す
る
懇
談
会
が
開
か
れ
、

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
推
進

協
議
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
真
剣
に
話
し

合
い
を
持

っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
区
の
皆
さ
ん
も
区
へ
の
提
案
や
構

想
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地
区
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

Jヽ
菅
イ果
1建
セ
ン
タ

l

だ
よ
り

2階  第 2会 議 室 【手作リケ…キ教室】

セ・ラ・ヴィ洋菓子店 1堀切 2ワJ21“Ю4∞81ケ …キ、洋菓子

?階  読書コーナー

田村人形    1堀 切4-48-7 13602‐31681日 本人形、本目込人形

3階 六 ホ Tん

葛

珀′二[1''`′′́
ノ

上田銀器工芸帥 堀切 3-22-12 3695-0666 金・銀製洋食器、工芸品
輸清水硝子 堀切 4-64-7 3690-1205 クリスタル硝子、江戸切子
滝川本書製作所 堀切 1-34‐ 16 3691-6277 木箸、唐木箸

シノ八ラ企画 堀切 2-27‐ 7 3693‐ 7902 婦人靴

さまた皮革工房 堀切 2-29-13 3695‐ 0919 八ンⅣじ伐服装ベルR革小物

立川製本印刷0 堀切 3-19‐ 14 3693-2538 書籍、カレンダー、事務用印昴1

0長澤ベルトエ業 堀切 3-19-4 3693‐ 4944 服装ベルト

足立昴1毛製作所 堀切 2-22-18 3695-8397 鋳物筆製作鱗悧毛雛麟コ̈ナ̈あ明

小林八ンドバッグ 堀切 3-25‐ 14 6319-8983 八ンドバッグ等
日昌窯 堀切 3-11‐ 2 3691‐ 5539 陶器

藤井金属工業い 堀切 1-4-18 3693‐ 1005 アルミ鍋・ケトル等
佐渡工業い 堀切 1-13‐ 5 3691-9141 紳士ベルト、革小物
0高田紙器製作所 堀切 3-26-16 3693-2181 卓上カレンダー、POPアンプ名刺

この印局」物は、印刷用の紙ヘリサイクルできます。


